
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 

【特集】P2～P5 境界の明確化・財政公表
○カメラスケッチ○情報広場○議会だより○林道那知合永井線開通へ○プレミアム宿泊旅行券
○教育だより○村の宝○国民年金○国保だより○読書のススメ○人の動き

十津川中学校体育大会（記事18ページ）

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 
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紀伊半島の中央に位置する日本一大きな村。全国初の源泉かけ流し宣言を行った十津川温泉郷、
日本有数の長さを誇る谷瀬の吊り橋、神々が宿り日本最古といわれる玉置神社、世界遺産の熊野
古道には「にほんの里100選」に選ばれた果無集落など、村には、日本の原風景が残されています。

「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています

十津川中学校体育大会　大成功!!

真夏に向けて

熱中症にご注意を!

ヨーイドン!!



　
杭
打
ち
し
た
場
所
は
、測
量
や

写
真
を
撮
り
、記
録
に
残
し
ま
す
。

　

境
界
を
知
る
こ
と
が
、森
林
を
管
理
す
る
た

め
の
第
一
歩
で
す
。

　

村
に
不
在
の
森
林
所
有
者
の
増
加
や
森
林

所
有
者
の
高
齢
化
で
、森
林
の
境
界
が
よ
く
わ

か
ら
ず
、共
同
施
業
や
作
業
道
の
開
設
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
面
積
の
96
％
を
占
め
る
森
林
。
境
界

の
明
確
化
は
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、森
林
所
有
者
と
森
林
組
合
、村
が
協

力
し
て
、境
界
の
明
確
化
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

境
界
が
明
確
に
な
る
ま
で
の
作
業
を
、今

年
、大
字
小
川
で
行
わ
れ
た
事
例
と
合
わ
せ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　山林の境界を調べ、森林所有者が立会い、
杭打ち箇所を決めます。

７．杭を打った場所を撮影

８．杭打ち会で確定した境界を
記した図面を作成、保管。

６．森林所有者が立会い境界を確定

境界確定
界をわかっていますか？

自
分
の
山
は「
こ
の
あ
た
り
」

自
分
の
山
は「
こ
こ
に
あ
る
」

家
族
に
残
せ
る
の
は

「
こ
こ
に
あ
る
」山
で
す

――――――　【特集】境界の明確化　―――

フォワーダ プロセッサ

 2013.8 村報とつかわ 2

これで家族に
良い森を残せる。

（出典）郡上森づくり協議会

境界を確定し、
協力して
森林管理を
開始した

AさんとCさん



だいたいの場所は分かっとる
が、きちんと境界を確定させな
いと将来家族はどうすること
もできない。
境界さえきちんと調べておけ
ば将来家族がこの山を資産化
することもできるんじゃな。

　
境
界
の
画
定
に
は
、隣
接
す
る
森

林
所
有
者
同
士
の
確
認
が
必
要
で

す
。杭
打
ち
会
は
、一
堂
に
集
ま
っ
て

行
い
ま
す
。

　
毎
年
、境
界
明
確
化
地
区

を
決
め
て
、明
確
化
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。図
面
や
場
所

な
ど
所
有
山
林
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
あ
い
ま
い
な
所
有
林
の
境
界

を「
な
ん
と
か
し
た
い
」と
い
う

気
持
ち
が
、明
確
化
へ
の
第
一
歩

で
す
。

　森林組合と村が、境界明確化
の作業について、その地区の森
林所有者と話し合いを行います。

５．杭は村が
　　　負担します

4．森林所有者が一堂に集まって杭打ち会を行います

3．境界明確化地区で会合
を開きます

2．村と森林組合が、森林の
境界明確化をお手伝いします

1．あいまいな所有林の境界をなんとかしたい

所有林の
自分の山（森林）の境

――――――　問い合わせ先：農林課 ☎0746（62）0005　―――
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じいちゃん
それはダメだよ

わしの山が
どこにあるのか
わからんのじゃ

このあたり
じゃったかのう？



議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

合　　　計

平成24年度
当初予算額

【歳出】

８，０９６万４千円
９億７，３０３万１千円
８億８１万１千円

５億９，４０５万９千円
４億７，０３８万円

２億８，８１８万５千円
５億７，６３５万８千円
２億３，７０４万７千円
５億３，２９３万２千円
９億５，９０４万４千円
５億８，４１８万９千円

１，０００万円
６１億７００万円

０円
２億１，２３３万７千円
３，３３０万９千円
▲１，２６８万９千円
▲１２８万９千円
３，１９７万２千円
１億４，７６９万円
１，９６０万２千円
１，２７２万円

５億７，１４５万５千円
▲６００万円

０円
１０億９１０万７千円

７，６１３万５千円
１１億５，５０３万円
７億８，６００万１千円
５億５，０５５万円

４億９，１５５万７千円
３億９，６３６万１千円
６億１，３５２万１千円
２億４，６９２万３千円
６億３８７万８千円

１３億７，８２２万５千円
５億７，７２７万３千円

０円
６８億７，５４５万４千円

７，９２１万３千円
８億９，００８万１千円
８億１，６１７万１千円
６億２，６８０万３千円
４億６，１８３万７千円
２億６，３７６万４千円
１１億７，９１１万６千円
２億４，７８６万９千円
４億７，３２３万８千円
３億４，２８８万４千円
５億５，２０２万４千円

１，０００万円
５９億４，３００万円

平成24年度
補正額

平成24年度
決算額

平成25年度
当初予算額

村 税
固 定 資 産 税
村 民 税
村 た ば こ 税
軽 自 動 車 税
入 湯 税

分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債
そ の 他
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金

平成24年度
当初予算額

【歳入】

●一般会計の24年度決算見込額　※表示金額は、千円未満を四捨五入しています。

６億６，２５３万９千円
４億９，１９３万５千円
１億３，９８３万円
１，７９２万２千円
９２７万４千円
３５７万８千円
５８９万４千円

１億２，９５３万９千円
６，５５３万２千円
３８万６千円

８億８，０５３万５千円
２，０００万円

１億２４８万４千円
７，４００万円

２３億５，０００万円
１０億９，７０７万８千円
２億８，８９１万３千円
３億７，０２０万円
５，９９０万円
３，６００万円
２，０００万円
１００万円
１２０万円
８０万円
６０万円
３０万円

６１億７００万円

０円
０円
０円
０円
０円
０円

１０９万６千円
０円

１億２８８万４千円
３，２５１万７千円

▲２億９，３７９万７千円
２，７００万７千円
４，０６６万７千円

０円
４億３７３万２千円
４億７，６４２万円
１億３９８万１千円
１億１，４６０万円

０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円

１０億９１０万７千円

６億５，４７５万６千円
４億７，４５２万２千円
１億４，９５７万２千円
１，８４０万４千円
９３３万２千円
２９２万６千円
９８０万２千円

１億５８４万２千円
１億６，８４９万５千円
３，２８９万４千円

２億８，８１７万３千円
５億２，０７６万２千円
１億５，２０６万８千円
７，１１０万１千円

３１億４，３６０万３千円
１４億７，９０２万９千円
５億１，８７５万４千円
４億８，５１０万円
６，２１８万９千円
３，５８２万５千円
２，２９１万６千円
１０万２千円
１１２万７千円
１２９万円
６１万７千円
３１万２千円

７６億９，２５６万8千円

６億１，９３５万５千円
４億４，３７１万２千円
１億４，２２２万２千円
２，０８４万５千円
９３２万４千円
３２５万２千円
３９８万４千円

１億２，６８０万５千円
９，３０９万１千円

１０万円
８億４９５万８千円

２，０００万円
８，１４０万円
７，２００万円
２５億円

７億５６３万２千円
４億１７万５千円
４億５，６４０万円
５，９１０万円
３，６００万円
２，０００万円
２０万円
１２０万円
８０万円
６０万円
３０万円

５９億４，３００万円

平成24年度
補正額区　　分

自
主
財
源

依
存
財
源

平成24年度
決算額

平成25年度
当初予算額

合　　　計

平
成
24
年
度
の

　「
一
般
会
計
」と「
特
別
会
計
」

平
成
24
年
度
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

﹇
一
般
会
計
﹈

　「
一
般
会
計
」は
、福
祉
や
教
育
、道

路
整
備
な
ど
村
の
基
本
的
な
仕
事
を

す
る
た
め
の
予
算
で
、村
税
や
国
・
県

か
ら
の
補
て
ん
金
な
ど
が
主
な
財
源

で
す
。

﹇
特
別
会
計
﹈

　「
特
別
会
計
」は
、一
般
会
計
と
違

い
、特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算

で
、保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の

収
入
が
財
源
で
す
。

村
の
財
政
状
況

 2013.8 村報とつかわ 4



財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
地 域 福 祉 基 金
水 と 土 保 全 基 金
奨 学 基 金
災 害 対 策 基 金
漁 業 基 金
ふ る さ と 基 金
林 業 振 興 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
旧 貯 木 場 運 営 基 金
水力交付金施設維持基金
土 地 開 発 基 金
高 額 療 養 費 貸 付 基 金

合　　　計

【基金】 【村債】

１７億３，０７５万３千円
８億５，０１９万８千円
１億５，８６７万７千円

１，０００万円
１，０００万円

３億９，４０３万１千円
４，００７万４千円

３億３，４４５万６千円
２億８，５８１万４千円
６億３，３２９万７千円
２２億９，７７４万６千円

６，７７６万１千円
１億３，４５７万１千円

３００万円
６９億５，０３７万８千円

平成24年度末現在高基　　金　　名

会　　計　　名

一 般 公 共 事 業 債
公 営 住 宅 建 設 事 業 債
災 害 復 旧 事 業 債
学校教育施設等整備事業債
一般廃棄物処理事業債
一 般 単 独 事 業 債
臨時地方道整備事業債
辺 地 対 策 事 業 債
過 疎 対 策 事 業 債
財 源 対 策 債
減 税 補 て ん 債
臨 時 税 収 補 て ん 債
臨 時 財 政 対 策 債
介護サービス施設整備事業債
簡 易 水 道 事 業 債

合　　　計

１，３６８万2千円
４，１０７万円

１億５，３４４万１千円
９，８９５万円

２億６，５１１万５千円
３３５万4千円

２億４，７３３万５千円
１，6８２万3千円

２８億５，２２９万4千円
９，４３４万２千円
７９５万６千円
９５６万９千円

２１億４，８８７万4千円
１，７４６万3千円

１１億９，８８７万３千円
７１億６，9１４万1千円

平成２４年度末借入残高事　　業　　名

●24年度決算見込額　※表示金額は、千円未満を四捨五入しています。

●一般会計の24年度【歳出】主な事業
　平成24年度に行った主な事業は次のとおりです。

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
国 保 診 療 所 事 業
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道 事 業
貯木場等維持管理事業
十 津 川 温 泉 事 業
湯 泉 地 温 泉 事 業
財 産 区 大 字 迫 西 川

合　　　計

平成24年度
当初予算額

【特別会計】

５億９，２２５万円
６，４６７万３千円
２億１，２３８万円

５億６，９７３万２千円
２，３９９万２千円
５億６，９９０万円

３億６，２０８万４千円
３，３０２万２千円
４，１８６万円
５８１万２千円

２４億７，５７０万５千円

▲１，６０５万８千円
▲２９２万９千円
１３９万５千円
７７１万２千円

０円
▲２，９５１万８千円
１億３４３万６千円
１，０７９万６千円
１１１万１千円

０円
７，５９４万５千円

５億６，１３１万６千円
５，９０２万８千円
２億４８６万３千円

５億６，５３８万４千円
２，１８６万８千円

４億９，７７９万５千円
４億１，２３５万５千円
１億８，１１３万３千円
３，５６６万９千円

０円
２５億３，９４１万１千円

５億９，７４２万円
６，１６２万１千円
２億５，４５０万円

５億７，１５９万４千円
３，９０６万円

６億８９６万１千円
３億６，８２７万９千円
３，２３４万３千円
１，２３５万円

１，０２４万３千円
２５億５，６３７万１千円

平成24年度
補正額

平成24年度
決算額

平成25年度
当初予算額

●総務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・庁舎設備機器改修工事 （4,120万円）
・旧上野地小学校解体工事 （2,245万円）
・地籍調査委託料 （776万円）

●民生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・介護基盤緊急整備等臨時特例事業補助金 （4,181万円）
・社会福祉協議会補助 （2,277万円）
・生きがい活動支援通所事業委託料 （1,835万円）

●衛生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・南和広域医療事務組合出資金 （4,887万円）
・共同飲料水供給施設整備補助 （4,623万円）
・ゴミ焼却施設整備補修工事 （2,531万円）

●災害復旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・公共土木施設災害復旧費 （6億8,654万円）
・農林水産施設災害復旧費 （6億6,426万円）

●農林　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・林道整備事業 （2億3,034万円）
・森林整備事業 （1億76万円）
・鳥獣害対策事業 （2,457万円）

●商工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・災害復旧利子補給金 （2,781万円）
・公衆トイレ整備工事 （622万円）
・わらびお公衆浴場解体工事 （549万円）

●土木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・村道整備事業 （3億3,586万円）
・生活道路整備事業 （3,448万円）
・急傾斜地崩壊対策事業費負担金 （2,392万円）

●消防　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・消防事務委託料 （1億4,901万円）
・衛星携帯電話整備事業 （1,402万円）
・消防団詰所等整備事業補助 （780万円）

●教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・十津川中学校新築工事 （1億1,206万円）
・旧折立中学校校舎改修工事 （5,609万円）
・旧西川中学校校舎改修工事 （3,172万円）
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　７月16日、技能五輪国際大会（ドイツ・ラ
イプツィヒ大会）を終えた本村出身の弓床杏
奈さん（橿原美容専門学校）が村長を表敬訪
問されました。
　弓床さんは、同大会の美容理容部門に日本
代表で出場し、世界の舞台で22位の結果を
残しました。
　「応援してくださった村民のみなさんに感謝
を伝えたい」と話した弓床さん。ユニフォー
ムの左腕に、「がんばろう十津川」の文字を入
れて大会に臨む姿を見守った学校関係者は、
「ふるさとへの強い想いがあった」と話されま
した。

第42回技能五輪国際大会（ドイツライプツィヒ大
会）に出場。奈良県から同大会へは24年ぶり４度
目の出場、理容美容部門では初出場。世界の舞台
で22位。この９月から香芝市内の美容室に就職
する。「世界には貧しくて美容院へ行けない人もい
る。一人前になったら、そんな人たちの髪を切るボ
ランティア活動ができたら」と将来の夢を描く。

十津川第一小学校の子どもたちが役場を見学

　７月５日、十津川第一小学校の子どもたちが、職
場見学で役場を訪れました。
　「防災とつかわの放送を行っているところ」や「学
校関係の仕事をしているところ」など各部署の説明
を受けると、「ここでしているんだね」と楽しそうにメ
モに書きとめていました。

技能五輪で世界を経験。これからの糧に

大会を終えて、更谷村長に結果を報告する弓床杏奈さん

ノートを片手に、役場の仕事を見学する子どもたち

十津川高校木工クラブが特製ベッドを寄贈

　６月18日、十津川高校の木工クラブが、村産材を
使って手作りした木製ベッド２台を大字武蔵の公民館
に寄贈しました。
　ベッドは、「人の役に立つものを作りたい」という生徒
たちの想いから、お年寄りや足の不自由な人にも寝起
きが楽な高さに設計。
　受け取った総代の小西武夫さんは「施設を利用するお
年寄りにとってとてもありがたい」と感謝を伝えました。

 2013.8 村報とつかわ 6



土砂ダムと大規模崩壊地の工事を視察

　７月５日、村議会産業建設常任委員会が、紀伊半
島大水害でできた土砂ダムと大規模崩壊地の対策工
事の視察を行いました。
　平成28年度末の完成を目指す各土砂ダム（赤谷・
長殿・栗平）では、ダムの水位を下げるための工事や、
土砂の流出を防ぎ、安定させるための堤防の工事の
様子を視察。
　続いて、長殿地内の崩壊地の現場を訪れ、平成28
年度の完成を目指すテラ谷と、平成33年度の完成を
目指すにごり谷の対策工事の様子を視察しました。

　７月７日、奈良市中央武道場で第64回県民体育
大会剣道部門が行われ、十津川チーム（内吉野選抜）
が団体戦で第２位を勝ちとりました。

【監督】松實　啓二
【選手】
（青年）中川　大介、森﨑　太郎、後木　孝哉、中垣　彩
（高校）西田　淳紀、小西　将平、田垣　奈々
（中学）玉置　秀太郎、政本　亜沙斗

チーム一丸！ 県民体育大会で剣道2位に

泉湯にシャワーと湯桶、山口建設が寄贈

　６月24日、湯泉地温泉の公衆浴場「泉湯」に、シャ
ワー付き混合水栓（６台）とひのき湯桶（６個）が寄贈
されました。
　山口建設長殿作業所安全協力会からの寄贈で、
「泉湯」のほか「滝の湯」にもひのきの湯桶12個が寄
贈されました。

十津木川第一小学校PTA広報紙、コンクール１位に！

　このたび、奈良県PTA広報紙コンクールで、十津川
第一小学校のPTA広報紙「あおぞら」が、１位に輝き
最優秀賞を受賞しました。
　「これまでの部員一人ひとりの熱意が今回の栄光に
繋がりました。これからも、子どもを中心に、学校・保
護者・地域を繋ぐ素敵な広報紙を作っていきます」と
受賞の喜びと抱負を語られました。

地域の取り組みを

カメラスケッチに

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。写
真
の
投
稿
や

取
材
依
頼
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（敬称略）
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総務課 広報紙担当まで　☎0746(62)0001
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自己負担2,000円
子宮頸がん･乳がん検診が受けられます

情
報

自衛官募集募集

納
期

平成26年４月１日現在、18歳以上27歳未
満の人
（昭和62年４月２日から平成８年４月１日
までの間に生まれた人）

平成26年４月１日現在、高卒（見込含む）
18歳以上21歳未満の人
（平成5年４月２日から平成８年４月１日
までの間に生まれた人）

【１次】９月16日・17日で指
　　　定する１日
【２次】10月５日～11日の
　　　間で指定する１日

【１次】９月21日（土）
【２次】10月12日～17日の
　　　間で指定する１日

【男女共通】
８月１日（木）
～９月６日（金）

【男女共通】
８月１日（木）
～９月６日（金）

【男子】詳細は、お問い
合わせください

【女子】 ８月１日（木）
～９月６日（金）

９月16日以降（詳細は、お問
い合わせください）
９月22日～26日の間で指定
する１日

一般曹
候補生

自衛官
候補生

航　空
学　生

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　 62-0132

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

診療所からお知らせ

小原診療所

月　日 診療所

土曜診療日（受付8:30 ～ 11:15）

整形外科診療日

８
８
９

月
月
月

日
日
日

（土）
（土）
（土）

17
31
7

第 3 週
第５週
第１週

８
９
９
９

月
月
月
月

日
日
日
日

22
５
５
19

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前

受付(小原8:30 ～ 11:15 ／上野地13:30 ～ 15:30)

（木）
（木）
（木）
（木）

自衛隊奈良地方協力本部 ☎0747(22)3789　
ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/nara

吉野県税事務所　☎0746(32)2687

　第１期分・第２期分の納付書をまとめて送付します。
年税額が１万円以下の場合は、第１期分の納期に全
額納付となります。
　第１期分･第２期分をまとめて第１期分の納期限
までに納付することもできます。

　村が指定した下記の医療機関で子宮頸がん・乳が
ん検診が受けられます。検診を受ける機会がなかっ
た人は、この機会にぜひ受診しましょう。

【対象者】村内に住民票がある人
　・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
　・乳がん検診　　　40歳以上の女性
　　　　（※原則２年に１回の受診です）
【受診】村が発行する問診票を受診する医療機関に

持参し、自己負担2,000円をその窓口でお支払
いください。

【受診期間】平成26年2月末まで 「個人事業税」納期限のお知らせ
納付方法は、口座振替が便利です

第１期分の納期限は、　９月２日（月）
第２期分の納期限は、  12月２日（月）

五條市

五條市

田辺市

新宮市

募集種目 受付期間 試験期日 資　　　格

奈良県立
五條病院

鎌田医院
田園診療所

社会保険
紀南病院

新宮市立
医療センター

県内指定医療機関（78か所）

0747（22）1112

0747（26）1150

0739（22）5000

0735（31）3333

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

乳がん子宮電話番号住所医療機関

口座振替制度をご活用ください。
お申し込みは金融機関で。
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【申込先及び問い合わせ先】
　福祉事務所　保健衛生係　☎0746(62)0901
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さまざまな相談をお待ちしています
高齢者・障害者の人権あんしん相談

　　　8月30日から「特別警報」の運用が始まります

相
談

五條市消防署十津川分署だより
子どもたちがロープ渡りを体験

消
防

警報

村報とつかわ 2013.89

☎
　 －　役場代表　－
電話 0746(62)0001
FAX 0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

　法務省の人権擁護機関では、下記の期間中、高齢
者や障害者の人権に関するさまざまなご相談を受け
付けています。
　相談は無料で、秘密は厳守されますので、お気軽
にご利用ください。

　７月21日、湯之原の河原で行われた子ども会ジュ
ニアリーダー研修会で、子どもたちが放水体験や煙
体験、ロープ渡り体験を行いました。

　

８
月
30
日
か
ら
特
別
警
報
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

特
別
警
報
が
出
た
地
域
は
、数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ

う
な
、非
常
に
危
険
な
状
況
で
す
。

　

屋
外
の
状
況
や
、避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
注
意
し
、す

ぐ
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

期間：９月９日（月）～９月15日（日）

時間：平日は８：30～19：00
　　  土日は10：00～17：00

全国共通ナビダイヤル
0570(003)110

（最寄りの法務局につながります）

情報広場

五條市消防署十津川分署　☎0746(64)1190　　

気象庁奈良地方気象台
防災業務課
☎0742(22)2556　　

 

特別警報が発表されるまで（大雨の場合のイメージ）
気象台が発表する気象情報

大雨に関する気象情報

ただちに
命を守る行

動を！ただちに
命を守る行

動を！ただちに
命を守る行

動を！

大雨注意報

大雨警報（土砂災害）

土砂災害警戒情報

大雨警報（浸水害）

警報になる可能性がある場合はその旨記述

警報・注意報に先立ち発表

大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す

土砂災害の危険性が、さらに高まった場合に発表

あらかじめ、取るべき行動を考えておきましょう。

大雨がさらに降り続き、
重大な災害が起こる危険性が非常に高まる重大な災害が起こる危険性が非常に高まる

大雨特別警報

特別警報は行政機関やさまざまなメディアを通じて
伝えられます。情報収集に努めてください。

 

ロープ渡りに挑戦中



第
２
回
定
例
会

人
事

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

深
瀬
な
る
み
さ
ん
が
、６
月
10
日
で
任
期

満
了
の
た
め
、再
度
、深
瀬
さ
ん
を
任
命
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、欠
員
と
な
っ
て
い
た
委
員
に
松
田

充
弘
さ
ん
を
選
任
し
、議
会
の
同
意
を
求
め

ま
し
た
。

　

選
任
す
る
教
育
委
員
（
敬
称
略
）

深
瀬　

な
る
み（
重　

里
）

　
　
　
　

松
田　

充　

弘（
込
之
上
）

契
約

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

次
の
工
事
に
つ
い
て
、変
更
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

■
工
事
名　

　

上
野
地
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事（
２
期
工
事
）

※

契
約
の
相
手
方

戸
田
建
設
株
式
会
社
奈
良
営
業
所

※

変
更
前
請
負
金
額

３
億
８
，４
４
１
万
６
，５
５
０
円

※

変
更
後
請
負
金
額

４
億
４
，９
２
９
万
５
，０
０
０
円

※

変
更
に
よ
る
増
額

６
，４
８
７
万
８
，４
５
０
円

■
工
事
名　

旧
上
野
地
小
学
校
解
体
工
事

※

契
約
の
相
手
方　

光
和
建
設
株
式
会
社

※

法
定
外
公
共
物
災
害
復
旧
事
業

２
，１
０
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
）

※

平
谷
地
区
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事

８
，５
９
９
万
５
千
円

（
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
）

※

林
道
災
害
復
旧
事
業３，０

２
７
万
２
千
円

専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、次
の
議

案
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
報
告
し
、承
認
さ

れ
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，１
０
０
万
円

減
額（
総
額
５
億
４
，０
３
８
万
２
千
円
）

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，７
９
３
万
５

千
円
追
加（
総
額
60
億
１
，０
９
３
万
５

千
円
）

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
万
円
を
追

加（
総
額
２
億
５
，７
０
０
万
円
）

※

観
光
案
内
看
板
設
置
工
事

５
０
０
万
円

※

地
域
活
性
化
拠
点
整
備
事
業

３
，４
４
９
万
８
千
円

※

生
活
道
路
整
備
事
業

１
，３
０
０
万
円

※

村
道
開
設
、改
良
、舗
装
、維
持
修
繕
工
事

２
億
７
，７
７
７
万
７
千
円

※

復
興
モ
デ
ル
住
宅
建
築
事
業

３
，４
２
７
万
５
千
円

※

復
興
村
営
住
宅
建
築
事
業

４
，８
２
６
万
６
千
円

※

林
道
災
害
復
旧
事
業

６
億
９
，６
２
８
万
７
千
円

※

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業

　

３
，７
０
４
万
６
千
円

※

河
川
災
害
復
旧
事
業

２
億
５
，６
９
３
万
９
千
円

報
告

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
を
報

告
し
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

※

庁
舎
耐
震
改
修
設
計
事
業

８
７
０
万
円

※

小
原
診
療
所
耐
震
改
修
設
計
委
託
料

８
２
０
万
円

※

旧
上
野
地
小
学
校
解
体
事
業

４
，０
０
０
万
円

※

地
籍
調
査
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

７
０
万
円

※

林
道
橋
梁
点
検
事
業　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

※

林
道
開
設
、改
築
工
事

４
，９
６
４
万
円

　

平
成
25
年
十
津
川
村
議
会「
第
２
回
定
例
会
」が
６
月
10
日
、11
日
の
２
日
間
開

か
れ
、一
般
会
計
補
正
予
算
や
辺
地
総
合
計
画
の
策
定
な
ど
各
議
案
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、小
西
議
員
が
村
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
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温
泉
は
、本
復
旧
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
と
な
る
命
の
道
づ
く
り
は
、要

望
の
成
果
が
実
り
、村
内
を
通
る
国
道
１

６
８
号
線
の
３
か
所
で
国
の
直
轄
工
事
が

決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
道
１
６
９
号

奥
瀞
道
路
も
、平
成
28
年
度
の
開
通
を
目

指
し
、国
の
直
轄
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

産
業
雇
用
の
創
出
は
、林
業
の
６
次
産

業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
色
を
活
か
し
た
観
光
産
業
、地
域
産

業
の
振
興
は
、加
工
品
の
開
発
や
田
辺
市

と
連
携
し
た
観
光
圏
事
業
な
ど
で
村
外
に

向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、本

年
度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
旅
行
券
を
発
行

し
、観
光
宿
泊
の
誘
客
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

記
録
誌
の
編
さ
ん
や
警
戒
碑
の
設
置
な

ど
、本
年
度
に
行
う
予
定
で
す
。

一
般
質
問

▼
質
問　

災
害
後
の
検
証
に
つ
い
て

▼
答
弁

　

復
興
計
画
は
、短
期
、中
期
、長
期
と
期
間

を
大
き
く
３
つ
に
分
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

短
期
は
、イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、仮
設
住
宅

の
解
消
、生
活
基
盤
の
復
興
に
取
り
組
む

期
間
と
し
て
、平
成
25
年
度
末
ま
で
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

中
期
は
、復
旧
し
た
イ
ン
フ
ラ
や
生
活

基
盤
を
基
に
、本
格
的
に
復
興
へ
つ
な
げ
る

期
間
と
し
て
、28
年
度
末
ま
で
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

長
期
は
、元
の
村
以
上
の
十
津
川
村
を

つ
く
り
上
げ
る
期
間
と
し
て
、平
成
32
年

度
ま
で
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

短
期
目
標
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
、

国
道
や
村
道
、河
川
関
係
の
災
害
復
旧
工

事
の
発
注
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。
林

道
は
、６
割
程
度
の
発
注
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

各
土
砂
ダ
ム
の
対
策
工
事
は
、平
成
28

年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

仮
設
住
宅
の
解
消
に
つ
い
て
、11
月
末
を

目
標
に
、復
興
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
が
、用
地
取
得
段
階
で
遅
れ
が
生
じ

て
い
る
た
め
、工
程
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

※

契
約
の
目
的

　

林
道
災
害
復
旧
工
事　

川
津
今
西
線

４
号
箇
所

※

契
約
の
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

※

契
約
の
金
額

３
億
０
，０
３
０
万
円

※

契
約
の
相
手
方

　

太
田
・
山
一・
光
和
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

そ
の
他

●
十
津
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

観
光
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、村
道
開

設
及
び
林
道
改
良
事
業
な
ど
で
、過
疎
対

策
事
業
債
を
借
入
れ
る
た
め
、過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
承
認
を
議
会
に
求

め
ま
し
た
。

●
平
成
25
年
度
辺
地
対
策
事
業
総
合
整

備
計
画
に
つ
い
て

　

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
で
、辺
地

対
策
事
業
債
を
借
入
れ
る
た
め
、辺
地
対

策
事
業
総
合
整
備
計
画
の
承
認
を
議
会
に

求
め
ま
し
た
。

●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
関
す
る
協
議

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
に
係
る
、

規
約
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

※
変
更
前
請
負
金
額

５
，４
６
０
万
円

※
変
更
後
請
負
金
額

４
，８
２
９
万
２
，６
５
０
円

※

変
更
に
よ
る
減
額６

３
０
万
７
，３
５
０
円

■
工
事
名　

河
川
災
害
復
旧
事
業　

23

災
第
４
９
１‐

１
号　

山
崎
谷

※

契
約
の
相
手
方

　

田
野
上
・
岡
田
・
松
尾
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額２

億
６
，８
８
０
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額

２
億
７
，７
６
０
万
９
，５
０
０
円

※

変
更
に
よ
る
増
額８

８
０
万
９
，５
０
０
円

■
工
事
名　

道
路
改
良
工
事　

第
５‐

Ａ

３
５
３‐

３
号　

村
道
沼
田
原
線

※

契
約
の
相
手
方

　

光
和
・
山
一
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額

６
，７
７
２
万
５
，０
０
０
円

※

変
更
後
請
負
金
額

７
，９
８
０
万
円

※

変
更
に
よ
る
増
額

１
，２
０
７
万
５
，０
０
０
円

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

次
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

　このたび、栗栖正久議員が10年の
永年在職議員の表彰を受賞しました。

永年在職議員の表彰
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奈良県庁地下１階売店

かしはらナビプラザ

スポーツオーソリティ奈良橿原店

道の駅「吉野路大淀ｉセンター」

東京日本橋「奈良まほろば館」

十津川村観光協会

奈良市登大路町30（近鉄奈良駅より徒歩５分）

橿原市内膳町1-6-8（近鉄大和八木駅すぐ）

橿原市曲川町7-20-1（イオンモール橿原３階）

大淀町芦原536-1（国道169号芦原トンネル南側）

東京都中央区日本橋室町1-6-2

十津川村小原315-1（国道168号湯之原トンネル南側）

取扱店／施設名 場　　　　　所 電話番号
（代表）０７４２（２２）１１０１

０７４４（２０）１１２３

０７４４（２１）８２５２

０７４７（５４）５３６１

０３（３５１６）３９３１

０７４６（６３）０２００

８
，０
０
０
円
で
、

１
万
円
分
の
宿
泊
旅
行
券
が
購
入
で
き
ま
す
。

な
ん
と
２
，０
０
０
円
も
お
得
で
す
！

利
用
期
間
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

村
の
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
今
年

度
、村
観
光
協
会
が「
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊

旅
行
券
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
、８
，０
０
０
円
で

１
万
円
分
の
宿
泊
券
が
購
入
で
き
ま
す
。

　

こ
の
宿
泊
券
は
、村
内
の
宿
泊
施
設
で

使
用
で
き
ま
す
。

　

村
外
に
お
住
ま
い
の
人
な
ど
に
、ぜ

ひ
、ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▶〈４月期・７月期・10月期・１月期〉の４期に分けて
販売しています。※４月期・７月期の販売分は売り切
れとなっています。次回の販売は、10月1日です。
▶１万円に満たない場合、おつりはでません。
▶期限を過ぎての利用・換金はできません。

－十津川で泊まろうら－

プレミアム宿泊旅行券
好評発売中です

発行：十津川村観光協会
－　お問い合わせ　－

十津川村観光協会☎0746(63)0200
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――林道那知合永井線が開通します―――――――――――――――――――――――――――――――

林道那知合永井

開 通 式11:00～
供用開始15:00～

ひらのトンネルと入道屋敷橋

線が開通します

8
29
（木）

小原～玉垣内間
これまでの国道168号・425号を
利用するより

10キロ
15分

短
縮

延　　長  2,903メートル
幅　　員  5メートル
事業期間  9年
総事業費  31億5,270万円

この林道を利用することで西川方
面と診療所や役場などの所要時間
が短縮できます。
また、災害時などの迂回路としても
大きな役割を果します。

村報とつかわ 2013.813

折
立

小
原

永
井

平谷

那知合林道

那知合永井線

林道
小原
永井
線

168

425
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「
教
育
だ
よ
り
」が
、村
報
と
つ
か
わ
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
面
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

「
教
育
だ
よ
り
」が
、村
報
と
つ
か
わ
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
面
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

　

６
月
19
日
、湯
之
原
の
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
で
シ
ル
バ
ー
運
動
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
39
人
が
紅
白
に
分
か
れ

て
お
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
な
が

ら
、輪
投
げ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
あ
と
は
、全
員
で
十
津

川
音
頭
を
踊
り
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 教   

育

だ
よ
り
（第63号）

村
の
文
化
祭
に

参
加
し
よ
う

　

６
月
19
日
、十
津
川
高
校
で
中

高
一
貫
教
育
合
同
文
化
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
津
川
中
学
校
の
生
徒
や
高
校

生
、村
民
の
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
演
し
た
タ
レ
ン
ト
の
ル
ー
大

柴
さ
ん
は
、「
恥
を
か
け
、汗
を
か

け
、涙
し
ろ
。
恥
を
か
く
か
も
し

れ
な
い
が
、自
分
を
出
し
切
っ
た
対

話
か
ら
信
頼
や
感
動
が
生
ま
れ

る
」と
、生
徒
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
心
に
響
く
講
演
会

で
し
た
。

「
一
度
き
り
の
人
生
、

ド
リ
ー
ム
を
持
て
」

　

６
月
22
日
、住
民
ホ
ー
ル
で
人

権
講
演
会
・
人
権
映
画
会
が
行
わ

れ
73
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、奈
良
県
人
権
教
育

推
進
協
議
会
の
飯
田
美
和
さ
ん
が

『「
音
」に
の
せ
て
伝
え
た
い
こ
と
』

と
題
し
、オ
カ
リ
ナ
や
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
を
使
っ
た
歌
や
、そ
の
歌
に
関

す
る
人
権
の
話
、手
話
の
合
唱
を

折
り
ま
ぜ
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
と
し
て
自
ら
が
体
験
し
た
子

ど
も
と
の
関
わ
り
方
や「
い
じ
め
」

に
つ
い
て
、参
加
者
か
ら
は「
も
っ
と

保
護
者
の
方
に
聞
い
て
ほ
し
か
っ

た
」と
い
う
声
を
い
た
だ
く
な
ど
、

身
近
で
起
き
て
い
る
問
題
に
驚
き

感
動
す
る
も
の
で
し
た
。

　

人
権
映
画
会
は
、「
北
の
カ
ナ
リ

ア
た
ち
」が
上
映
さ
れ
、講
演
会
・

映
画
会
は
感
動
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

人
権
講
演
会
・
　
　

　
　
人
権
映
画
会

シ
ル
バ
ー
運
動
会
開
催

講演するルー大柴さん

輪投げの様子

　展示やバザー、舞台発表で文化祭に
参加しませんか？個人や団体のご応募
お待ちしています。

【8月30日(金)応募締切】

【時】展示：11月１日(金)～３日(日)
　　舞台・バザー：11月３日(日)
【所】村体育文化センター(大字湯之原)
【問】教育課☎0746(62)0067

－　参加者募集　－

最
長
寿
参
加
の
山
本
一
子
さ
ん（
猿
飼
・
91
歳
）



「
村
の
宝
」。
普
段
か
ら
身
近
に
あ
り
、特
別
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
普
段
の
も
の
が
特
別
な
宝
も
の
に
」

十津川
村の宝

鼓動の会会長の今西芳民です。

十津川鼓動の会は、平成
14年6月から語り部活動
を始めて、今年で11年目
を迎えます。現在会員は
24人(村内16人村外8人)
で、村内の世界遺産を中
心に、これまで約7,000人
の来訪者を案内し、村の魅
力を伝える活動を行って
います。

小辺路（こへち）
高野山から熊野本宮大社に至る全長約72kmの街道。街道沿いには、
宿舎跡や石畳などの遺跡、雄大な森が広がり、熊野詣での往時の様子
がしのばれます。

の
ど
が
渇
く
峠
の
近
く
に
、往
来
の
多
い

季
節
に
限
っ
て
出
し
た
店
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、そ
の
近
く
に
は
、天
水
田
と
い
わ

れ
る
か
な
り
広
い
田
ん
ぼ
の
跡
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）の
後

半
ま
で
、谷
間
の
釜
中（
大
字
今
西
）の

人
々
が
雨
水
を
利
用
し
て
耕
作
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

峠
か
ら
天
水
田
ま
で
の
間
は
自
然
林

が
多
く
、モ
ミ
に
似
た
針
葉
を
も
つ
日

本
固
有
種
の
マ
ツ
科
ト
ガ
サ
ワ
ラ
が
群

生
し
、可
愛
ら
し
い
松
か
さ
が
楽
し
め

ま
す
。

　

尾
根
に
沿
っ
て
ゆ
る
や
か
に
下
る
と
、

道
が
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
尾
根
伝
い

の
道
が
古
く「
旧
道
」と
い
わ
れ
、も
う
一

方
の
道
は
明
治
ご
ろ
に
で
き
た
も
の
で
、

「
新
道
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
第
５
話
は
、世
界
遺
産「
小
辺

路
」が
続
く「
旧
道
」に
沿
っ
て
お
話
し
し

ま
す
。

　

三
浦
峠
か
ら
西
中
ま
で
は
、距
離
に

し
て
7.4
キ
ロ
。
三
浦
峠
を
通
る
作
業
道

を
横
切
る
と
、そ
こ
か
ら
は
、ゆ
っ
た
り

と
し
た
下
り
坂
が
続
き
ま
す
。

　

ブ
ナ
、ナ
ラ
な
ど
の
自
然
林
の
中
を

し
ば
ら
く
進
む
と
、「
古
矢
倉
跡
」と
呼

ば
れ
る
小
平
坦
地
に
着
き
ま
す
。
こ
こ

に
は
、昭
和
の
初
め
の
頃
ま
で
、古
矢
倉

と
い
う
名
で
旅
籠
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
古
矢
倉
に
は「
昔
、古
矢
倉
坊
主
な
る

者
が
い
て
、屋
敷
に
釣
り
天
井
を
仕
込

み
、旅
人
を
殺
害
。
軍
資
金
を
作
り
、大

坂
の
陣
に
出
た
と
い
う
」恐
ろ
し
い
伝
説

が
あ
り
ま
す
。

　

古
矢
倉
か
ら
さ
ら
に
下
る
と
、道
の

左
手
に
、明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）頃

ま
で
旅
籠
と
茶
店
が
あ
っ
た
出
店
跡
に

着
き
ま
す
。
出
店
と
は
、水
が
な
く
て
、

三浦周辺と可愛らしいトガサワラの松かさ

語
り
部
の
活
動
を
と
お
し
て

知
っ
た
地
域
の
魅
力
を
発
信
。

第
４
話
は

世
界
遺
産「
小
辺
路
」の

三
浦
峠
か
ら
出
店
跡
の

道
の
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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こくみんねんきん

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金
は
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫（
第
２
号
被
保
険
者
）に

扶
養
さ
れ
て
い
る
妻（
第
３
号
被
保
険

者
）は
、保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻

自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
は
、第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
手
続
き
を
し
て
、保
険
料
を
納

め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

※

妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、夫
が
専
業

主
夫
の
場
合
も
同
じ
で
す
。

　

上
記
の
手
続
き
が
、２
年
以
上
遅
れ

て
し
ま
う
と
、さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、「
未
納

期
間
」が
発
生
し
ま
す
。

　
「
未
納
期
間
」が
あ
る
と
、将
来
受
け

と
る
年
金
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦

（
夫
）の
年
金
が
改
正
さ
れ
、手
続
き
に

よ
り「
未
納
期
間
」を「
受
給
資
格
期
間
」

に
算
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
無
年
金
や
年

金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、専
業
主
婦（
夫
）年
金
か
ら
の
切
り

替
え
の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ

と
が
あ
る
人
は
、今
す
ぐ
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、保
険
料
の
納
付
は
平
成
27
年
４

月
か
ら
と
な
り
ま
す
）

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

と
、満
額
の
年
金
が
受
け
と
れ
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
、60
歳
か

ら
65
歳
ま
で
の
間
で
、国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
、満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
す
。

　

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、70

歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

　

ま
た
、海
外
に
在
住
で
日
本
国
籍
を

持
つ
人
も
、国
民
年
金
に
任
意
加
入
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
上
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

―
 

お
問
い
合
わ
せ ―

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

▼
住
民
課（
国
民
年
金
窓
口
）

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

本
来
、さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

期
間
の
保
険
料
が
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
最
大
10
年
分
）

知
っ
て
お
き
た
い
！

　

国
民
年
金
の

　
　

任
意
加
入
制
度
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こんなときには必ず
　１４日以内に届け出を！

国保に加入するとき

今月は、国保税（普通徴収）第３期の納期です。
納期限は、９月２日です。納期内に忘れず納めましょう！

お問い合わせ：福祉事務所☎0746(62)0901

他の市区町村から転入してきたとき　　　　　　　　　　　　　　　　

職場の健康保険をやめたとき又は被扶養者からはずれたとき　　　　　　　

子どもが生まれたとき　　　　　　　　　　　　　

生活保護を受けなくなったとき

転出証明書、印かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職場の健康保険をやめた証明書等、印かん　　　　　　　　

保険証、母子健康手帳、印かん　　　　　　　　　　　　　

保護廃止決定通知書、印かん　

こんなとき 届け出に必要なもの

●届け出が遅れると
　・国保の資格が発生した月の分までさかのぼって国保税を納めることになります。
　・その間にかかった医療費は、特別な理由がない限り全額自己負担となります。

※職場の健康保険の保険証が未交付の場合は、加入したことを証明するもので代用できます。

国保をやめるとき
他の市区町村へ転出するとき　　　　　　　　　　　　　　　　

職場の健康保険に入ったとき又は被扶養者となったとき　　　　　　　

国保の被保険者が死亡したとき　　　　　　　　　　　　　

生活保護を受けるようになったとき

保険証、印かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国保と職場の健康保険の両方の保険証、印かん

保険証、死亡を証明するもの、印かん　　　　　　　　　　　　　

保険証、保護開始決定通知書、印かん　

こんなとき 届け出に必要なもの

●届け出が遅れると
　・資格がなくなった後で国保の保険証で医療を受けてしまったときは、国保が負担した分の医療費を後で国保に
　　返還することになります。
　・国保と社会保険の保険税（料）を二重払いしてしまうことがあります。

●75歳になって後期高齢者医療制度に移行するときは、届け出は不要です。

その他
退職者医療制度の対象となったとき

村内で転居したとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき

保険証、年金証書、印かん

保険証、印かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保険証、在学証明書又は学生証の写し、印かん

身分を証明するもの、印かん　　　

こんなとき 届け出に必要なもの
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　南部地域で宿泊を伴っ

た会議や会合を行った団

体などに対して、開催経

費を支援する県の取り組

みが行われています。

　各種関係団体などに所

属されている人は、会議の

誘致などご検討ください。
（※補助には限りがあります）

－お問い合わせ－
県庁観光振興課
☎0742(27)8479

【補助対象地域】
吉野郡、五條市

宇陀市、宇陀郡

　

【補助の要件】
①宿泊を伴う会議や会合

②20人以上

③学会、NPO、民間事業者、

協議会その他団体が主

催する会議など

　

【補助額】
１会議50万円を上限

【補助対象経費】

・会場使用経費

・会場設営経費

・バス借上経費など

復興応援！県が、村や南部地域への
観光客誘致に一役

情
報

□
学
校
行
事

○
壮
行
式

　

７
月
５
日（
金
）本
校
体

育
館
で
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
す
る
ボ
ー
ト
部
、県
予

選
で
準
優
勝
し
近
畿
大
会

に
出
場
す
る
剣
道
部
、全
国

高
校
野
球
奈
良
県
予
選
に

出
場
す
る
野
球
部
の
壮
行

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
手
団
を
代
表
し
て
野

球
部
主
将
の
田
中
一
輝
さ

ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

□
部
活
動
報
告

○
剣
道
部

　

７
月
13
日
・
14
日

　

近
畿
高
等
学
校
剣
道
大
会

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

○
ボ
ー
ト
部

　

７
月
20
日

　

国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

予
選
敗
退

○
野
球
部

　

７
月
21
日

　

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

　

権
記
念
奈
良
大
会

　

帝
塚
山
高
校
と
対
戦
し
敗
退

十津川高校だより
☎0746(64)0241

十津川中学通信
生徒みんなでつくりあげた体育大会
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人のうごき人のうごき
（敬称略）

（敬称略）善意銀行善意銀行

田中　颯ちゃん（田辺市）
（8月1日生まれ・満2歳）

お姉ちゃんと仲良くね～♪

祖父…田中　久　祖母…民子
（重里）

そう

前田　健瑠ちゃん（上野地）
（7月31日生まれ・満3歳）

弟の面倒を見てくれるたける☆
これからも兄弟仲良くね♪
父…健一　母…亜吹香

たける

・玉置　あや子
・香芝市切手ボランティア

おくやみおくやみ
津川　光春
垣野　花子
玉置あや子
新谷　アイ
伊藤アイ子
平瀬　惠宏

75
93
87
88
94
79

2
10
20
22
28
30

歳
歳
歳
歳
歳
歳

7月
7月
7月
7月
7月
7月

日
日
日
日
日
日

（滝　川）
（西　中）
（竹　筒）
（猿　飼）
（桑　畑）
（武　蔵）

小宮山智久
上垣　智一
池山　広志

（永　井）
（谷垣内）
（山　崎）

岡本栄理子
森本　知子
前野　美幸

（西　中）
（滝　川）
（大津市）

ご 結 婚ご 結 婚

新
コ
ー
ナ
ー

う
さ
ぎ
の「
お
い
し
さ
ん
」が

　
出
題
す
る

　「
村
の
方
言
な
〜
ん
だ
」

　
　
コ
ー
ナ
ー
登
場
！

　

初
め
ま
し
て
、
う
さ
ぎ

の
「
お
い
し
さ
ん
」
で
す
。

今
月
号
か
ら
「
村
の
方
言

な
〜
ん
だ
問
題
集
」
を
ど

し
ど
し
出
題
す
る
ぞ
。

　

あ
な
た
は
、
い
く
つ
答

え
ら
れ
る
か
な
？

第
１
問　

あ
と
え
す
る

第
２
問　

い
な
か
す

第
３
問　

う
つ
ご
る

上
級
問
題　

　

石
車
で
と
ら
か
る

答
え
は
来
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

いくつ答えられるかなぁ
ウサササササササ（笑）

―　本書から　―
麦飯を詰めた
「山行き弁当」

今月の紹介ブック

村報とつかわ 2013.819

　

奈
良
県
内
の
郷
土
食
を
地

域
の
栄
養
士
が
執
筆
。
本
書

に
掲
載
さ
れ
る「
十
津
川
郷
の

食
」は
、折
立
の
森
沢
史
子
さ

ん
が
出
谷
を
中
心
に
聞
き
書

き
し
、村
の
四
季
折
々
の
暮
ら

し
を「
食
文
化
」の
観
点
か
ら

執
筆
。 

注
：「
つ
ぼ
切
り
さ
え
れ
」は
背
開
き　

の
塩
さ
ん
ま
の
こ
と
。

と
う
菜
ず
し
を
さ
げ
て
山
菜
と

り
に〔
日
常
の
食
生
活
〕

　

毎
日
の
よ
う
に
山
の
刈
り

場(

牛
の
餌
や
肥
料
に
す
る
草

を
刈
る
場)

で
、女
衆(

女
性)

は
た
っ
た
１
人
で
で
も
、時
に

は
連
れ
だ
っ
て
山
菜
積
み
に
山

へ
入
る
。
弁
当
は
、ほ
ど
よ
く

漬
か
っ
た
と
う
菜
に
麦
飯
を
包

み
込
ん
だ
と
う
菜
ず
し
。
両

手
に
は
み
出
す
ほ
ど
の
ど
い
ら

い
大
き
い
の
を
２
つ
３
つ
・・・
。

　
子
ど
も
ら
の
楽
し
み
、虫
送
り

の
小
麦
も
ち〔
晴
れ
食
行
事
食
〕

　

７
月
の
２
番
丑
の
日
に
、近

く
の
田
畑
に
小
麦
も
ち
を
供

え
虫
よ
け
の
ま
じ
な
い
を
す

る
。
小
麦
も
ち
は
、小
麦
の
粉

を
練
っ
て
蒸
し
、栗
の
葉
と
か

や
で
包
ん
だ
だ
ん
ご
で
、家
で

食
べ
る
分
に
は
小
豆
あ
ん
を
入

れ
る
。
お
供
え
は
、近
所
の
子

ど
も
ら
が
た
ば
り(

貰
い
受
け

て)

歩
く
。
こ
の
日
は
、夕
方

か
ら
番
内
の
大
人
も
子
ど
も

も
、「
ね
ー
虫
、は
ー
虫
、送
る

ぞ
、高
野
の
山
へ
送
る
ぞ
、実
盛

ど
ん
の
御
通
り
」と
大
声
で
歌

い
な
が
ら
、家
々
の
田
ん
ぼ
の

回
り
を
練
り
歩
く
。
そ
の
後
、

谷
の
淵
で
田
ん
ぼ
か
ら
つ
い
て

き
た
虫
を
洗
い
流
す
た
め
の

水
浴
び
を
す
る
。
こ
の
日
か

ら
盆
踊
り
が
は
じ
ま
る
。　

　

10
月
15
日
の
豆
明
月
に
は
、

生
の
豆
を
枝
ご
と
竹
ざ
お
の

先
に
結
わ
え
て
、軒
先
高
く
お

月
さ
ん
に
お
供
え
す
る
。
虫

送
り
か
ら
続
い
た
盆
踊
り
も

今
夜
が
踊
り
納
め
で
あ
る
。

か

お
な
ご
し

さかのぼ

あ
ず
き

も
ら

お
ー
く

さ
ね
も
り

お
ん
と
う

ふ
ち

む
し
お
く

う
し

日
本
の
食
生
活
全
集
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　「
聞
き
書
　
奈
良
の
食
事
」

熊野を結ぶ渓谷をいかだが下り、つぼ切りさえれが遡る
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225-1

2013（
H
25）年

8月
１
日・623号

　先日つり橋祭りに出かけました。祭
りには屋台が付きものです。おいしそ
うな食べ物や飲み物が多く取り揃えら
れていました。ビールが美味しい季節
ですが、飲めずに家に帰宅。痛風持ち
には一番よい特効薬かもしれません。
１日２リットルの水分を補給するのが
良いと言われています。ビールでは逆
効果。もし私が足を引きずって歩いて
いる姿を見かけたら、それは間違いな
く「ルールを守らなかったからだ」と心
のなかで笑ってください。そうならな
いように、毎日２リットルの水分補給
の壁に挑戦しています。 （R・M）

今月号から19ページの隅っこに新
コーナー「村の方言な～んだ」コー
ナーが誕生しました。答えは「かんた
ん簡単」という方や「意外と難しいな」
という方も、来月号の答え合わせをお
楽しみいただれければと思います。ち
なみに、全問正解者に豪華景品があ
るわけではありませんので、あらかじ
めご容赦願います。
　出題するウサギがなぜ「おいしさん」
なのかっ？多くの方が疑問に思われたは
ず。イイ名前がないか考えていたとき、
いち編集者の硬い頭の隅っこでは「ふる
さと」の歌が流れていました♪ （Y・T）

●世帯数　1,893世帯（-１世帯）

●人　口　3,765人（-９人）

【平成25年８月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,880人（－５人）／女性  1,885人（－４人）

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

切石と名付けられ、大字大谷の最奥にある。遠く出掛けた親の帰り
を子どもたちが待ちわびて、石を削りながら待ち続けたと云う。

（提供）大字西中：垣野一光さん
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